
R7年度運動スポーツ習慣化促進事業
について

24.11 京都府地域政策室

※作成中の案ですので、ご了承ください。



【本取組の狙い】
・テーマは運動習慣化
（ライフパフォーマンス向上や無関心層等がキーワード）
・「体力運動手帳（スライド4.5参照）」とその蓄積データを企業の新
サービス・商品の開発に生かすアイデアの具体化を目指す。

【本取組の方針】
体力運動手帳の取組を軸に、
・企業の持つ技術やプロダクトを組み合わせることにより、
・本コンテンツの充実や使いやすさの向上を図り、
・ユーザーにとって、運動が身近で、継続しやすいものとなり、ひいて
は京都府民の運動実施率の向上に繋がる仕組みを構築したい。

【経過】
・これまでスポエル交流会を２回実施。
・その中で、生活、運動、健康等に関するデータを蓄積し、各企業の事業開発や
サービス商品開発にいかせる仕組みづくりについて提案あり。

事業の実施に向けて本テーマに関心のある企業に参画をいただきたい。



（参考）運動の習慣化について

オムロンヘルスケア株式会社HPより
https://www.healthcare.omron.co.jp/resource/column/life/199.html



【毎日】
日々の体調・生活習慣
運動
歩数の記録

時間軸

【半年に一回】
新体力テストの結果

【数カ月に一回】
体力テスト（身体測定）の結果

＋体組成等の測定
＋フィードバック

取組の記録（原因）と成果（結果）の記録が残り、
過去の自分をいつでも見える
→運動習慣化につながる

【毎日】
日々の体調・生活習慣
運動
歩数の記録

【毎日】
日々の体調・生活習慣
運動
歩数の記録

〇体力運動手帳のイメージ

アプリを想定



【③評価・相談・共有】

【①運動】【②測定】

運動の習慣化
サイクル

・身⾧、体重、体組成等身体の健
康状態に関わる事項

・各種運動機能に関わる事項

・その他、健康にかかわる事項

・評価→運動（原因）と測定
（結果）の評価
・相談→次のターンの目標設定
・共有→被験者間のコミュニ
ティで目標の宣言と共有

運動習慣化と体力運動
手帳の取組について

・参加者に合わせた、目的に合
わせた運動プログラムや機器の
提供
（例：筋骨格系、神経系、呼吸
循環内分泌代謝系、メンタル
系）

体力運動手帳のデータ蓄積


